
 

 

 

 

 

 

 

        

        『子育てにやさしいまなざしを』 

熊谷良子 vol.10 

 

日南方面からの路線バスは、高齢者や小中学生など地元の人たち、 

さらにプロ野球やサッカーの春季キャンプの応援の人たちでバス停ごとに増えていきます。 

しばらくすると、後方から子どもの声が聞こえてきました。ヴゥ～に始まり、次々にヴォ～とヴァ～が加わります。 

ヴゥ～、ヴォ～、ヴァ～を使って、「きついなぁ」「おさないでよぉ」「すわりたいよ」「ゆらさないでよ」「ぎゅうぎゅうはいや！」など、 

乗客の気持ちをみごとに代弁しているようです。 

言語はこうして誕生してきたのだろうか。 

子どもの声は大きくなり、車中に響きます。決して機嫌が悪いとか、ぐずっているのではなく、表現している声です。 

その音節の翻訳を楽しみながら、どうか子どもの表現を遮らないで下さいと祈っていました。 

やがて、それぞれに幼子を抱いて、「すみません」と左右に頭を下げながら下車していく両親と思われる人に、 

「素敵な子どもが育っていますね！」と無言のエールをおくりました。 

確かに公共の場や乗り物では、他者のことを気遣うことを教えて、社会性を学んでいくことが大切です。 

その前段階で必要なのは、その子に関心をもって、理解を示してくれる他者です。 

心理学者のアドラーによれば、子どもにとって親は、信頼できる最初の他者です。 

その課題は、子どもの関心、愛情、協力を得ることであり、子どもが共同体感覚、 

まわりの人と結びついているという感覚を発達させるための基盤になります。 

そのような親子関係が豊かに育つためには、子育てを見守るあたたかい周囲の眼差しが不可欠です。      2023．3. 1 
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